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7井尻家疎石考
―甲斐国・別論―
犬　飼　和　雄
その家と土地の名が同じだときいて，それにしてもおかしな名だが，た
ぶんその家は，その土地の土着だからだろうとは思ったが，ただそれだけ
のことだった。
それからしばらくして，その家を訪問することになったが，特に目的が
あったわけでも関係があったわけでもなかった。たださそわれたからだけ
だった。まして，まさかであっても，その家にひきこまれ，鉛筆を握るな
ど想像だにしていなかった。
その家，井尻家を訪れたのは，二月廿一日，青空だったが寒い日で，井
尻家の門前の梅は，まだ蕾が体を固くかがめていた。
井尻家は民家に囲まれてはいたが，白壁を連ねた豪邸だった。平地にあ
ったが，背後の北の方には山が連なっていた。
わたしはその家のりっぱな門の前に立った時，はじめてこれだけのかま
えの家が，井尻などという尻をどうして姓にしているのだろうかとまとも
な疑問を抱いたが，それも一瞬で，頭にぴりっと浮かんで消えてしまった。
もっとも，消えなくとも，そんな疑問，答えなど求められないことぐらい，
わたしでもわかる。
この井尻家という家は，甲斐盆地の東北部の，むかし山梨郡
ごおり
と呼ばれた
ところにあった。
この地は，わたしが古代甲斐国の中心だと考えているところだったが，
8そのわたしの考えの中には，井尻家は全く姿を見せていなかった，という
より，わたしはこの時まで，その存在すら知らなかった。
そんなわたしだから，豪華な井尻家の建物を前にしても，こんな田舎に
こんな大仰な屋敷があるとはと，とおりいっぺんの驚きはあったもののそ
れだけだった。
座敷にとおされ，その家の主人である井尻さんと，とりとめのない挨拶
をかわした時も，庭に目をやっても，その庭はみごとなものだったが，た
だそれだけで，わたしはごく平常だった。
わたしがその座敷に入ったのは，三時過ぎだった。で，庭に目をやると，
廊下のガラス戸ごしに西日がまぶしかった。その時，わたしの頭に浮かん
だことは，廊下の障子をしめてもらいたいなと思うともなく思ったことだ
った。
それでも，この家にきて，はじめて「おや」と思った。
今わたしのいる座敷が，ということは母屋がだが，西向きであることに
気がついたのである。
このような広大な敷地に，いや，広大でなくとも，母屋がわざわざ西向
きに建てられるなど，過常識のわたしでも考えられないことだった。ふつ
うは西日を避けて，東向きか南向きに建てられるものだった。
「おや」と西日に目をしばたたかせながら，あらためて庭に目をやり，庭
の石と木と水の配置に目をうばわれ，庭の左端に茶室らしきものがあり，
これはそんなに古いものではないな，そういえばこの母屋もそんなに古い
ものではないとひとりでつまらながっていると，井尻さんが，「この庭はど
うですか」といった。
まさか家を西向きに建てなければならない庭など感心できませんねとも
いえないので，わたしはあたりさわりのない返事をした。
「みごとな庭ですね」
すると，わたしのお世辞に，井尻さんが意外な反応を示された。
「おわかりになりましたか」と井尻さんが我が意をえたりというように大
9きくうなずいた。
「わかりましたよ」とわたしは答えたが，実はなにもわかっていなかっ
た。井尻さんはそれに気がついたのか，それとも井尻さんの常套句だった
のか，思いもかけないことをいいだした。
「誰がつくったかわかりますか」
「この庭をですか」とわたしは念を押しながら，わたしが知っている庭造
り師はせいぜい二人，それも日本を代表するような庭造り師，そんな名前
をここで口にしたら，逆に井尻さんを，その庭を侮辱することになるので
はないかと，ことばにつまっていた。
すると，井尻さんが，わたしのつまったことばを吐いた。
「夢窓国師がつくったものですよ」
「えっ，ほんとうですか」とわたしは失礼を承知で，ききかえさずにはい
られなかった。夢窓国師が個人の家の庭をつくったなどきいたことはなか
った。考えたこともなかった。
といっても，夢窓国師はこの甲斐国，山梨県，中でも，この山梨郡
ごおり
とは
かかわりのある人物だった。
この家の少し東へ行ったところにある恵林寺は，その庭も含めて，夢窓
国師がつくったことで有名だった。わたしも二度ほど見にいったが，それ
にしても，もう三十年以上もむかしのことだった。今頃になって夢窓国師
がよみがえってきたのだが，それにしてもこの井尻家の庭が夢窓国師のつ
くったものだというのは，この家の祖先が屋敷じまんの種として夢窓国師
をもちこんだにちがいない。田舎にはよくあることだと，わたしは心中で
けしからぬことを考えて，驚いたふりをしていると，ふりではすまなくな
った。
井尻さんが，わたしのふりをふりはらったのである。
「夢窓国師はこの家で育ったのですよ」
「えっえっえっ」とさすがに声がでなくなった。
井尻さんは大学の先生である。それだけにここまでいわれると，反論す
井尻家疎石考
10
るどころか居心地が悪くなって，それこそ尻がむずむずしてきた。夢窓国
師が伊勢の人だということは，わたしでも知っていることだった。
ここまでいわれると，あとは帰るだけで，立ち上がろうとすると，井尻
さんがまたまた信じられないようなことをいいだした。
「屋敷の中に古墳があるから見ていかれますか」
「この庭に古墳があるのですか」とわたしはまたまた念を押した。いくら
広いとはいえ，個人の家の庭に古墳があるなんて，とっさにはのみこめな
かった。
半信半疑で井尻さんのあとについていくと，たしかに，この家の敷地の
北側に，それなりにりっぱに円型古墳がどっしりとかまえていた。
わたしはその古墳を自分の目でしかと確認した時，思わず井尻さんにき
きそうになった。
『この古墳が屋敷内にあるということは，この古墳は井尻さんの祖先のお
墓だということですか』とである。が，さすがに苦笑して，このことばは
のみこんだ。この古墳はわたしの祖先の墓ですといえるような古墳に関す
る記述や伝承など，どこにもないということぐらいは承知していたからだ。
ともかく，わたしはことばをのみこんだまま，井尻家をあとにした。特
に井尻家夢窓国師説はとっぴすぎて，井尻家の外へでると，それを調べて
みようという気さえおこらず消えてしまった。
その日家に帰り，夜になると例によって机に向い，扶桑国記に記されて
いる仏教についての記述を見ながら，例によって出口のない問題をあれこ
れとさまよい，さすがに今夜は夢窓国師がちらほらはしたが，だからとい
って，時代がちがいすぎて参考にもならず，ただいたずらに鉛筆をにぎっ
たまま机の上をにらんでいると，例によって机上の石がそんなわたしをあ
われんでくれて，石でもあわれんでくれる相手がいればと鉛筆をおきかけ
て，わたしの机上の石に石は石でも，疎石が重なった。
わたしの机の上には，なん十本という鉛筆とナイフとハサミ，爪切り，
レンズ，書きそんじた原稿用紙，山積みになった本，そういったものが雑
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然とむつみあっているが，その中に一つのまるいこぶし大の石が毅然と肩
をそびやかしている。もう二十年以上もそうだった。
わたしは行詰まると，いつもその石に同意を求めて鉛筆をおくのがくせ
になっていた。
その石は，二十年前，わたしが中国四川省の楽山の大仏を見にいった時，
なにげなく大仏の前の川原で手にしたものだった。
今夜はその時の情景がちらちらと浮かんできたが，夢窓国師のおかげか
もしれない。
その大仏は山の巨大な石をくりぬいてつくられたもので，丈は六十メー
トルだといわれていた。立像だった。川を向いてつくられていたので，そ
の大仏を正面から見るためには，前の川の中洲に行かなければならなかっ
た。
わたしもその中洲へ行ったのだが，その時，ふと足もとに目をやると，
そこに青じま模様の石が，といってもただの石だったが，ころがっていた。
わたしは腰をかがめてその石を手にしたが，それはただのはずみで，わた
しがいくら気が多いからといって，中国の川原の石ころを日本にもってか
えろうなど思うはずがなかった。
ところがはずみがはずみをよんで，その石ころがわたしの家までやって
きて，やはりはずみで，としかいいようがないのだが，わたしの机の上に
のり，そこから動かなくなってしまった。なんの用もないのにだ。
かつて友人がこの石を目にとめて，どうしてこんななんのへんてつもな
い石ころをわざわざ中国からもちかえり，机の上にごしょうだいじにおい
ておくのかときいたことがあった。
わたしはなんとも答えられなかった。
今夜はどうやら答えられそうだった。
この石を拾ったのは，あの大仏の正面の川原で，わたしの背中から日が
さしていたからである。あの大仏が西を向いていたからである。
大仏が西を向いていたということは，まちがいなく西方浄土を向いてい
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たのだ。
西方浄土かとわたしはつぶやいてから，あの井尻家の庭は，屋敷が西方
浄土がおがめるようにつくられたのかもしれない。だとすれば，あの庭は
仏教僧のつくったもの，夢窓国師のつくったものかもしれない。夢窓国師
は井尻家の人かもしれないとつぶやいた。
ここで石が，疎石になった。疎石とはひとに相手にされない石ころとい
う意味で，この山梨郡
ごおり
の人間が名のるにはふさわしい名だと気づいたが，
すぐに井尻家に育ったから疎石だと納得し，それをたしかめに，わたしは
ふたたび夜の井尻家を訪問した。
門の前で，わたしはまず北に，ついで南に目をやってうなずいた。
この井尻家に育った人間だから，名前に石をつかったのだとである。疎
石は本名だといわれているが僧名だとである。
井尻家の北には大石山，南には石森山がある。どちらもそれほど遠くは
なく，どちらも山とはいわれているが丘といった方がいいような山だった。
ただどちらも巨石が積み重なっており，むかしの子供たちのかっこうの遊
び場だったことはまちがいない。井尻家で育ったら，この二つの山はかっ
こうの遊び場でどこで過ごすより石に親しんだはずである。
したがって，井尻家で育った人物なら，僧になって僧名を考えた時，石
が浮かんだはずである。しかも，井尻家のある地は，一二〇〇年末には，
すでに文化から遠くはなれた田舎になっていたはずである。だからへりく
だって，うとまれた地の石，疎石と名のったのだ。それに親が男の子に，
そんな名をつけるはずはないのだ。
わたしはここで納得して机に引き返しかけ，それでも西方にいちおう目
をやった。まっ白に雪におおわれた南アルプスの三千メートル級の山が北
岳が，農鳥岳が，赤岳が，闇の中にくっきりと浮きあがっていた。わたし
でも，別に甲斐人ではないが，といって，もう甲斐にすんで四十年以上に
なるが，雪の五山が西の空にくっきり浮かんでいるのを闇でも認めること
ができる。
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すっかり忘れていた五山が，といっても，南アルプスの雪の五山ではな
く，この五山なら闇の中でも見えるが，夢窓国師の，疎石の五山がよみが
えってきた。
よみがえると同時に，気がつくと机の前にすわっていた。わたしの頭は
ここまでが精一杯で，もう油がきれていた。
それでも翌朝目が覚めると，わたしの頭は五山を中心にかぎりなく回転
しだし，とめた方がいいかもしれないと理性がはたらいたことははたらい
たのだが，もうとまらなくなっていた。
日本の五山といえば，京都五山と鎌倉五山，それだけではなく，甲斐五
山もあった。この甲斐五山は，武田信玄がつくったなどいわれているが，
その中には夢窓疎石がつくった恵林寺が含まれているから，いうまでもな
く，恵林寺は信玄より二百年前につくられているので，したがって，信玄
は一時途絶えてしまった甲斐五山を再興させたにすぎないのだ。
と，わたしはここまで五山を追いつづけてから，この五山はわたしにと
って，というより，井尻家にとって，というより，甲斐国にとって，どん
な意味があるのだろうと懐疑的になって，五山に登る足がとまった。なに
か予感めいたものすらなかった。
それでも，足がとまってもしょうこりもなく登るのがわたしで，ともか
く登りきると，五山が，甲斐の雪の五山が音をたてて崩壊した。いつもや
りすぎては，自分で自分の足をすくってしまうのだが，すくわないよりま
だましだというのはわたしの負け惜しみだとはよくわかっている。
夢窓疎石は甲斐の雪の五山など見るにおよばなかったのだ。というのは，
疎石は中国の五山をよく知っていたからだ。それでもここで負け惜み，甲
斐の西の空に浮かんでいる雪の五山が疎石の心のどこかにひそんでいたか
ら，余僧ならぬ疎石が五山をつくったのだと。
夢窓疎石が日本で五山をつくるより二百年前，すでに中国で五山がつく
られていた。その五山とは，禅宗の中の臨済宗の中心となる五つの寺を称
した呼び名である。夢窓疎石も臨済宗の禅僧である。疎石がこの中国の五
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山にならって，日本の五山をつくろうとした，いわずもがなのことである。
やれやれである。
わたしの能力では，試行錯誤は当たり前だと自負はしているものの，そ
れを絵にかいたような中国五山とは，もう一度，やれやれである。
そのやれやれに苦笑しながらしがみついていると，中国五山がどこにあ
るかわかった。杭州と明州だった。といっても，それが中国のどこにある
か見当もつかないのではわかったとはいえないので，あてどなく中国をさ
まよっていると，それでもそこが，長江の河口から中流にかけてだと，や
っとのことでたどりつくことができた。
やっとのことでたどりついたので，その五山の地が印象深くて，そこを
じっとにらんでいるうちに，気がつくとわたしはそこから長江をさかのぼ
って，荊州まで足をのばしていた。
まさかとつぶやいたが，まちがいなく荊州だった。
四九九年，扶桑国の僧，慧深が，そこで扶桑国を語ったのだ。
ということは，見えないようなか細い糸でだが，扶桑国と中国五山が，
ということは，日本五山が，ということは，夢窓疎石が，ということは，
井尻家がつながったということになる。
といっても，甲斐国の西の空に浮かんでいる不動の雪の五山があっとい
う間に崩壊してしまったぐらいだから，こんなか細い糸をたぐりよせるな
ど思いもよらないことで，どうやらこのあたりがわたしの能力の限界，だ
から，これ以上糸をたぐれないということは十分すぎるほどわきまえてい
るものの，それでも，たぐりつづけるのは，これも能力の限界なのかもし
れない。
よせばいいのにといういい方があるが，そのよせばいいのに，わたしは
ここで京都五山の中心である天竜寺と向い合った。夢窓疎石がつくった寺
だったからだが，それにしてもわたしは肩をおとし，ため息をついた。こ
れほどの迷路が待ちかまえているとは，わたしの手におえるようなもので
はなかった。迷い甲斐のある迷路ではあったが，そんないい方は，わたし
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なんぞとちがって，もっともっと知力のある人のいい分だ。
その迷路の中の迷路というのは，夢窓疎石が天竜寺をつくるにあたって
とったいきさつである。最初，そのいきさつが全くわからなかった。
そのいきさつというのは，まず貿易船をつくろうとしたことだ。まず貿
易船をつくって貿易で金もうけをし，そのもうけた金で天竜寺をつくろう
と考えたというのである。いうまでもなく，夢窓疎石は商人ではなく僧で
ある。それも禅僧である。一介の禅僧が金もうけをして，それも貿易で，
中国との貿易で，寺をつくろうとした，話だけでもわたしには考えられな
いことである。
その話とは次のようなものだった。
夢窓疎石は当時の，ということは一三四〇年頃の日本の最高権力者，室
町幕府の将軍足利高氏や副将軍足利直義に貿易船をつくる話をもちかけて
いるのである。
ここまでは，まだ僧の限界かもしれない。話だけだからである。
問題はこの後である。
この話が現実となり，貿易船，天竜寺船がつくられ，その船が中国へ行
って貿易し，そのもうけた金で天竜寺が京都五山がつくられたというので
ある。これは，見方によっては，夢窓疎石が室町幕府を動かしたというこ
とである。一介の禅僧にできることでないのはいうまでもない。この時点
ではまったく根拠はないが，ただなんとなく，夢窓疎石にもう一つ別の面
が商人的な面があったのではないかと感じはじめた。
そう感じたからかどうか，わたしはもう一つの迷路にまよいだした。今
までああそうかとしか思わなかった国師号が，迷路となってわたしの前に
あらわれたのである。
それが夢窓疎石の七つの国師号である。
国師号というのは，天皇に仏法を説く僧に与えられる尊号であるが，夢
窓疎石は七つも国師号をもっていたのである。
七つの国師号をもった僧など他にいないので，それだけでも異様である。
井尻家疎石考
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ただの僧ではないぞと思わせるものがある。仏法を説くのがうまいという
だけで，七つの国師号がもらえるなど考えられないので，わたしはわたし
なりにこの問題にぶつかってみることにした。
国師号は天皇家と僧の問題なので，わたしの目はいやでも天皇家に向い
た。
この時代，というのは一三○○年代のことだが，天皇家は北朝と南朝に
別れて対立抗争していた。この動乱の時代をしのぐために，天皇家は多大
の出資をようしたということは，まちがいないはずである。したがって，
この天皇家を国師号までもらえるほど援助するということは，もっともら
しい仏法の説教ではなかったはずである。経済援助しか考えられないので
ある。わたしには夢窓疎石の国師号に経済援助の影が読みとれるのだが，
読みすぎかもしれない。その国師号とは次の七つである。
夢窓国師，正覚国師，心宗国師，普済国師，玄猷国師，仏統国師，大円
国師。
いずれにしろこれだけの国師号は異様であり，その背後になにがあるの
だろうと考えずにはいられないが，それは貿易船の時と同じである。
そしていやでも，わたしの頭には，経済とか資金とか金(きん)とか，お
よそ禅僧とかかわりのないことばが浮かんでくるのである。
わたしはここまできて，この時代の最大の事件，一見すると資金とか金
とまったくかかわりがないのに，実は深いかかわりのあった事件を思い出
した。
それは元寇だった。
わたしは元寇という文字を原稿用紙に書きこもうとして，それでもさす
がに一瞬はためらった。
たまたま井尻家を訪れ，夢窓国師と出合い，五山から貿易船までは，七
国師号まではまだよいとしても，それが元寇までとなると，自分ながら唐
突過ぎて自分で自分にあきれはするのだが，あきれながら元寇に取り組ん
でとどまるところをしらないのだから，本当は自分にあきれなければなら
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ないのかもしれない。とはいえ，わたしが取り組んでいるのは元寇の経済
だけだが，それにしてもこれもわたしにも屁理屈にきこえるのだから，こ
れは井尻家のせいかもしれない。
ともかく，元寇といえば，一二七四年の文永の役と一二八一年の弘安の
役，いわゆる蒙古襲来である。ちなみに，夢窓疎石の生まれたのは，一二
七五年である。
この元寇というのは，蒙古族が中国にうちたてた元王朝の初代の皇帝フ
ビライが日本を征服しようとして大軍を送った戦争である。フビライは二
度征服に失敗したが，三度目も計画したという。ここで問題にするのはそ
の遠征の成否ではなく，どうして日本征服にそれほど執着したのかという
ことである。
さいわいなことに，その理由をフビライに仕えていたイタリア人商人マ
ルコ・ポーロがその著『東方見聞録』に次のように記している。なおマル
コ・ポーロは一二五四年から一三二四年の人物で，夢窓疎石とは同時代で
ある。
大ハーンのフビライは，この島がきわめて富裕なのをきいて，占領す
る計画をたてた。
この島というのは日本のことで，きわめて富裕というのは，それは次の
記述を見ればあきらかであるが，いずれにしろ経済を求めた遠征だったこ
とがわかる。
黄金は無尽蔵にある…
この島の支配者の豪華な宮殿についてのべよう。ヨーロッパの教会堂
の屋根が鉛でふかれているように，宮殿の屋根はすべて黄金でふかれ
ており，その価格はとても評価できない。宮殿内の道路や床は板石の
ように，四センチの厚さの金の板をしきつめている。窓さえ黄金でで
きているのだから，この宮殿の豪華さは，まったく想像をこえている
のだ。
この記述からわかることは，当時の中国では，いや，それより以前から
井尻家疎石考
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だといえようが，日本は黄金の国だと信じられていたということである。
いったいいつ頃から，なにを根拠に，日本が黄金の国だと中国人は見るよ
うになったのであろうか。もちろん，日本にそのような黄金伝承を生む根
拠があったはずなので，その根拠を追求することにするが，その前にまず，
黄金と日本，中国，イタリア，というよりヨーロッパとの関係をあきらか
にしよう。
その関係はある程度まで，先のマルコ・ポーロの文から読みとることが
できる。
まず日本だが，黄金を屋根だとか道路の板石にしていたぐらいだから，
貴重なものだとはみなしていなかったことがわかる。ただマルコ・ポーロ
の時代，日本でも黄金は貴重なものになっていたが，マルコ・ポーロはそ
の件についてはまったくふれていない。
中国についていえば，日本の黄金を求めて大軍を二度も送っていること
でわかるように，黄金を必要としていたことがわかる。ただ，この時代，
中国の通貨は銅銭であり，金貨はまだなかった，その中国がどうして黄金
を必要としていたのかは，先のマルコ・ポーロの文からだけではわからな
い。
それに対して，イタリアではヨーロッパでは黄金がどんな位置を占めて
いたかは，先のマルコ・ポーロの黄金宮殿を「その価格はとても評価でき
ない」という文からある程度推察できる。黄金宮殿を価格で評価しようと
するということは，黄金を価格で評価するという社会がすでにイタリアに
はあったということだからである。これはいいかえれば，イタリアでは，
ヨーロッパでは，すでに黄金が通貨として使われていたということである。
その経済は，すでに黄金を中心としていたのである。
ここまできて，ところで，中国は日本の金の存在をいつ頃知ったのであ
ろうかとあらためて金と向き合った時，わたしはまさかである。
どうやらわたしはなんでもかんでも我が田に水をひいてしまうのではな
いかと，まさかであるが，やはりまさかである。ここで扶桑国と甲斐国が
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顔をのぞかせたのである。
まず扶桑国がぬうっと顔をつきだし，わめいたとまでいわないが，金の
ことを語りだしたのである。
その地，鉄はなく銅あり。金銀を貴とばず。
この地というのは扶桑国のことであるが，これだけの文から，扶桑国は
銅は利用していたが，金や銀はまだ利用していなかったということがわか
る。それはともかく，そこには，すでに銅と金と銀があったことがわかる。
とここまできて，扶桑国は日本のどこかだが，古代の日本でこのような
金属を産出し，しかも中国と交流があった地を捜すことができれば，そこ
が扶桑国だと，今まで想像もしなかった金属による扶桑国捜しが，わたし
の頭の中でうずを巻きだして，これは収拾がつかなくなるぞと，頭をこぶ
しで三度ほどたたいたが，とうやらたたく回数が少なかったようだ。
そのため，頭の中に古い日本の倭国伝がのさばりだしたのである。今ま
で頭のどこにもなかった倭国伝に，わたしの目がすいつけられたのである。
どうやらわたしは，自分でも迷路を次々とつくってはさまよい，出口か
らますます遠ざかっているようだ。
倭国伝といえば，中国の史書の『三国志』『後漢書』『晉書』『宋書』『南
齊書』『梁書』『南史』『北史』『隋書』『旧唐書』の十史書に書かれている。
もちろん，『梁書』には倭国伝と扶桑国記の両方がしるされている。
この倭国伝の中で倭国の，日本の金銀にふれているのは『隋書』と『旧
唐書』だけである。したがって，金銀をあつかった最初は扶桑国だという
ことになる。ただ『梁書』があつかっている文身国には，王の居所を金銀
で飾ると書いてあり，これが先の『東方見聞録』の黄金宮殿の原点になっ
ているのではないかと考えられる。
いずれにせよ，扶桑国記の金銀の記事と，この文身国の記事から，南北
朝の頃，日本の金の存在が中国に知られるようになった，もう一歩つっこ
んでどうして知られるようになったかといえば，日本が中国から銅鏡や刀
剣などを金で買うようになったからではないかと考えられる。先の扶桑国
井尻家疎石考
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記の記事からも，扶桑国では金銀を貴ばずと記されているところをみれば，
それは中国側の見方なので，中国では金銀を貴いものとして扱っていたの
がわかる。ということは，金をもっていけば，中国から欲しいものが手に
入るようになっていたということで，日本の金銀がこの頃から，つまり，
四百年代から価値をもちだしていたことになる。
なお銅についての記述は，扶桑国記だけで，倭国伝にはまったくみられ
ない。
それだけに，扶桑国記の金銀についての記録は画期的なものだと，わた
しはひとりで興奮し，日本のどこかに，銅を含めて金銀があれば，それこ
そ迷路の出口発見につながる。そのためには，まず扶桑国の位置をたしか
めることだ，それはたしか『梁書』の東夷伝に書いてあったぞと，わたし
の手はもう『梁書』をひらいていた。
そこに書かれていたのは，倭国を中心とした国と国との距離と方角だっ
た。その距離に関しては，『梁書』より百年あまり前に書かれた『宋書』の
中で，作者の沈約が，海上の距離は推定できないし，外国の距離はあてに
なるものではないと説明している。『梁書』の作者姚思廉はその沈約の距離
をいくつも踏襲しているので，ただ遠近を示すものだぐらいに記したはず
である。したがって問題にしなくてもよいであろう。そうでなくとも，こ
こでは，扶桑国が日本のどこに相当するのかとわかるだけで十分なので，
距離は無視することにする。
扶桑国の位置は，次のようにしるされている。
文身国は倭国の東北七千余里にあり。
大漢国は文身国の東五千余里にあり。
扶桑国は大漢国の東二万余里にあり。
本文では，この倭国，文身国，大漢国について説明がついており，わた
しも文身国における金についての記述はすでに述べたが，ここでは扶桑国
の位置だけが問題なので，それ以外のことにはふれないことにする。
先の文の倭国の位置はあきらかである。
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日本の中で，中国に，この場合は朝鮮半島を含んでだが，いちばん近い
国が倭国である。つまり，九州である。倭国が大和だという説もあるが，
この場合はそう考えてもさしつかえない。というのは，どちらであろうと，
扶桑国は，日本のいちばん東に位置する国だからである。補足すれば，四
百年代，中国と交流していた日本の国で，いちばん東に位置していた国が
扶桑国だということである。
しかもそこに，金や銀や銅があれば，まさにそこが扶桑国だと断言でき
るかもしれないのである。
日本の文字記録から，ということは『古事記』『日本書紀』からというこ
とになるが，古代日本でいちばん東にある国といえば，甲斐国である。そ
れは，ヤマトタケルノミコトとミヒタキノオキナという人物が，甲斐国の
酒折宮で歌で問答をかわしているという記述からわかるのである。
その甲斐国が中国と，それもかなり古代，四百年前後といってもよいが，
中国と交流していたのは，甲斐国の一枚の銅鏡からわかる。
その銅鏡というのは，甲斐国の狐塚古墳から出土した，赤烏元年という
年号の刻まれた銅鏡である。
赤烏という年号は三国時代の呉の年号で，元年というのは，二三八年の
ことである。それが古墳の中に入っていたのだから，その銅鏡が甲斐国に
もたらされたのは，二三八年から古墳時代が終わる頃，五百年前後である
ことはまちがいない。またこのような銅鏡を当時中国から手に入れること
のできる人物とは，王に相当する人物以外には考えられない。
ということは，この銅鏡の存在からも，甲斐国の存在が認められるので
ある。
同時にこの銅鏡を中国から求めるにあたり，従来は生口，奴婢を中国へ
もっていって手に入れていたが，この頃から生口にかえて金をもっていく
ようになったと考えられる。
それ故，ここで本題の金にもどることにする。
ここで甲斐国で金や銅が産出していたことを証明できれば，前にも述べ
井尻家疎石考
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たように，扶桑国は甲斐国だといえるので，脱線どころか，本来の軌道に
もどって，井尻家や夢窓疎石を金と結びつけて論じることが可能になり，
その面からも井尻家や夢窓疎石の謎に迫ることができるのである。
やれやれである。なん回やれやれだか，ただただ自分に唖然とするばか
りだが，どうやらわたしの頭がやれやれ級なので文句もいえないのはわか
っている。文句なんぞいっていたら，わたしの場合，いつまでたっても埒
なんぞあくわけがない。
したがって，わたしはここで埒をあけようとして，さあいよいよ甲斐国
の金だと肩をそびやかしたところで，当然のように夢窓疎石と手をとりあ
って，あらためて，というよりごくあたり前に，相手が僧だということが
わかり，金より先にまず仏ではないかと，するとわたしの頭の中で，仏が
金を押しのけた。
ようやく金に戻った直後のことだから，それこそなにをかいわんやだが，
もうここまでくると，扶桑国記の仏教の記述がのさばって，わたしの頭の
中にも仏教がのさばって，仏教硬直を生じ，扶桑国記の仏教についての記
述を書かずにはいられなくなった。自然に手が動いて書いたのが，次の文
である。
宋大明二年，
けい
賓
ひん
国
こく
，嘗て比丘五人有り，游行して其の国に至る。仏
法，経，像を流通し，教えて出家せしむ。風俗遂に改む。
宋の大明二年というのは，四五八年，其の国というのは扶桑国である。
けい
賓
ひん
国
こく
とはなじみのない国名だが，インドの西北部の国で，いわゆるガン
ダーラとよばれている地である。しかも三百年代から四百年代にかけて，
ここから多くの僧が中国に布教にきたことが『高僧伝』に記されている。
したがって，その国の僧が，扶桑国へ，日本へ布教にきたということは，
それなりのリアリティーが認められる。なお，比丘というのは仏教僧のこ
とである。
この
けい
賓
ひん
国
こく
にリアリティーを認めたところ，わたしの脳のひだの底から
姿をあらわしたのが甲斐国の寺本廃寺だった。国分寺や国分尼寺の遺跡だ
23
った。ことに，寺本廃寺は甲府のわたしの家の近くにあるので，そのうか
つさをなじることはあっても，もう廃寺が扶桑国とからみあって，からみ
をとくまでは，わたしの手はとまらなくなった。
寺本廃寺というのは，甲府の春日居町の寺本というところにある寺の廃
墟である。この寺本という地名も暗示的だが，その近くに，国分寺や国分
尼寺の遺跡もみられるのである。
どのような廃寺かといえば，塔石と推定されている大きな礎石が残って
おり，古瓦などが出土している。
そういったものから，そこに白鳳期に，かなりの規模の寺があったと推
定される。ということは，それ以前にすでに仏教がこの地に流布していた
ということであり，多くの寺がつくられていたということである。寺本と
いう地名は，そうした名残を伝えているのかもしれない。
したがって，白鳳期というのは，六百年から七百年にかけてのことだか
ら，五百年，いや，四百年代にこの地に仏教が伝来していたという可能性
はありうることである。すると，先の扶桑国の仏教伝来の年代を，この甲
斐国の山梨郡に求めても，かならずしも根拠がないとはいえないことにな
る。
さらにいえば，この山梨郡には寺が多かったようである。『甲斐国志』に
寺の遺跡がいくつも記されている。現在でも，古い寺歴のある寺，大善寺
とか，恵林寺とか，東光寺とかいう寺をはじめ多くの寺が存在している。
このように寺の多い地域といえば，まず頭に浮かぶのは，洛陽である。
『洛陽伽藍記』という本があるからである。この本は，四百年から五百年に
かけての北朝の国，北魏の都洛陽の伽藍，寺のことを書いたものだが，そ
れによると洛陽には千もの寺があったと記されている。また，南朝の各王
朝の都であった建康にも洛陽以上の寺があったといわれている。日本でも
寺の多いところといえば，京都であり，鎌倉である。いずれも都だったと
ころである。
このことからいえることは，寺の多い地域というのは，その国の都，ま
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たは，都に相当するところだということである。それはまたそこに，王朝
があって王族がおり，王国があった証だということもできるということで
ある。
したがって，この寺本廃寺の存在から仏教をとおしても，甲斐国に王国
があって，当然王朝が，王家が存在していた，その中心が，甲斐盆地の東
北の山梨郡だったということができるのである。
そうだとすれば，国や王朝は亡んでも，王家の末裔はどこかに，ことに
よると，山梨郡の一隅に残存しているかもしれない，残存しているとした
ら，現在は忘れさられているとしても，ゆがめられているとしてもそこに
は古い歴史が残っているはずだ，とわたしはここまできて，当然といえば
当然だが，井尻家をその古墳を，夢窓疎石を，井尻家の系図を思い出した。
この系図は，わたしがこの作品を書きはじめてわかったものだが，それ
を全面的に信用しているわけではなく，むしろその系図の中に，わたしは
わたしなりに，井尻家の姿を求めたのである。
井尻家の祖は，近江の佐々木源氏までさかのぼることのできる名家だと
いわれている。日本では名家だというと，その祖は源氏や平氏，天皇家ま
でもっていくのが常識だが，この常識は地方の人間にはあてはまらないの
である。
佐々木源氏に例をとってみよう。まず源氏というのは，天皇家につなが
る氏族ではあるが，せいぜい九百年頃に生まれた氏である。したがって源
氏が地方にくるのはそれ以後である。いうまでもないが，それ以前に，そ
れぞれの地方に，支配者が，その一族がいたはずで，それが地方の名家，
王家だったはずである。
佐々木源氏についていえば，他の源氏もそうだが，平治の乱（一五九年）
に源氏が平氏に敗れた結果，佐々木源氏は甲斐国へ逃れたのである。これ
は別のいい方をすれば，甲斐国には庇護をたよれるような勢力があった，
その庇護をたよったということである。その佐々木源氏を庇護した一族は，
いうまでもなく甲斐の一族である。
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それに源氏の末裔が，井尻など，姓に尻という卑字を使うはずもなく，
使わされたとすれば，むしろ佐々木源氏と対立抗争してやぶれた甲斐人の
名家だったはずである。
おそらく井尻家と源氏の関係は，時代とともに逆転したのであろうが，
夢窓疎石の時，一二〇〇年代から一三○○年代にかけては，まだ均衡をた
もっていたのであろう。というより，井尻家が生き残れたところから考え
ると，源氏が武力支配を，井尻家が経済支配をになって共存したのではな
いか。もちろん，この共存を支えるためには，経済を支えるものが必要だ
ったということはいうまでもない。それが甲斐国の金だったとすれば，外
来者の源氏には金は手のとどかない存在だったから，井尻家が現在まで存
続した理由が納得できるし，夢窓疎石とその金を結びつけられる理由もそ
こに認められるのである。
ここでわたしは，本来の夢窓疎石の迷路からぬけだせそうな気がしてほ
っとしたが，例によってほっとするのが早すぎて，ほっとしたあとで，ま
だ肝心の問題を，甲斐国の金の問題を解決していなかったことに気づいて，
こんどはため息が口をついてでた。
それでも，目は，井尻家の北方に，それも大石山のはるか北の方へと動
いていた。
目は黒川山までとんでいた。
すると，夢窓疎石の石が，石は石でも，大石山の石ではなく，黒川山の
石になった。金色にかがやきだした。
わたしは大きくうなずいた。
ここでうなずくのは，頭のにぶさに気がついてだといっていえないこと
はないが，実はそうではなく，疎石という名は卑下した僧名ではないと気
がついたからである。
井尻家の親が，その子に，井尻家の将来を託してつけた名だとわかった
のである。
わたしはこの発見の興奮を，それにともなう金の話を，だれかとわかち
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あいたくなった。
すると，この時を待ちかねていたかのように，あの女性がわたしの鉛筆
の先から姿をあらわした。わたしが待ちわびていた女性だったので，わた
しは思わずその手をとった。予期していたように，熱い手だった。
その女性は，たよりないところはあったが，わたしといっしょにむかし
の甲斐国を勉強している相手だった。それに，それよりなにより，わたし
を井尻家に案内してくれた人だった。
生粋の甲斐人で，山梨県の韮崎に生まれ，そこの小，中，高校をへて山
梨大学へいき，そこを卒業してからは，山梨の中学の先生になった。その
かたわら，エッセイや小説を書き，賞をもらったりしている。さらにその
かたわら，歌い手としても活躍している。文字通りの才媛だが，実はこの
女性の才媛たる理由は，そこにあるのではなく，わたしとの古代甲斐国の
勉強の中にあるのである。
わたしはこの女性と古代甲斐国をいっしょに勉強していると書いたが，
わたしたちの勉強を，いっしょにといっていいのかどうか，今でもわたし
は首をかしげている。
この女性の古代甲斐国は，すべて『宮下文書』からのものだったからで
ある。わたしはそこに書かれている甲斐の古代史は，甲斐人の根も葉もな
いただのお国じまんだとしかみなしていなかったが，いうまでもなく，彼
女は頭から信じていた。
『宮下文書』というのは，富士山麓にある宮下家に伝わっていた，日本の
古代史を書いた本で，そこでは，『古事記』『日本書紀』に書かれている日
本の古代史の舞台はすべて富士山麓になっている。つまり，富士王朝史が
書かれているのである。この日本古代史を信じているのは，わたしの知る
かぎり彼女だけである。
それだけではないのである。彼女はこの『宮下文書』の作者の存在も信
じているのである。
その作者というのは，徐福である。
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徐福という人物は，紀元前二百年，秦の始皇帝が不老不死の薬を求める
ために，童男童女とともに東海に送りだした道士である。この道士は日本
にたどりついたという伝承は，日本のあちらこちらに残っているが，その
伝承の一つが富士山麓にあり，彼女は徐福が富士山麓に住んで，『宮下文
書』を書いたのだということも毫も疑わないのである。
『宮下文書』以外そんな話がどこにも記録されていないので，わたしは彼
女のその信念には畏敬の念はいだいているが，あえて近づかないことにし
ていた。
ところがである。この作品のために中世の仏教に入りこみ，まったく偶
然に『義楚六帖』という本に目をとおし，彼女がそれこそ文字通りの才媛，
それも，甲斐の才媛だと知らされ，脱帽したのである。というより，自分
の無知を知らされ，シャッポを脱いだのである。自信，そんなものはもと
からないのだが，それにしても自信を喪失したのである。
『義楚六帖』という本は，義楚という中国僧が九百年代に書いたもので，
その内容はいずれも九百年以前のものである。そこに日本のことが書かれ
ていたら，いうまでもなく今から千年以上むかしのことになるのはいうま
でもない。
そこに書かれていたのである。ここまでいえば，もうなにが書かれてい
たかわかるであろう。
それが次の文である。
日本国亦の名は倭国なり。秦の時，徐福五百の童男と五百の童女をひ
きいて，この国にとどまるなり…
東北千余里に山有り，富士という名なり，亦蓬莱という。其の山峻に
して，三面これ海なり。徐福この地にとどまる。
この文の三面の海は富士五湖をさしていることは明らかで，徐福が住み
ついたのは，富士五湖の地，つまり，宮下家のある地をさしている。なお，
この記録は，千年以上もむかしに中国へ伝ったものであるから，この話の
原点は，それよりはるかむかしのことだということができる。それにして
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も，徐福が甲斐国に住みついたという話があるということは，すでに，そ
うした徐福を，たとえそれが話だけだとしても，受けいれる国が，文化が
甲斐国に存在していた間接的な根拠である。したがって，徐福の実在を根
も葉もないと無視していたわたしの方が，そんなわたしの方が無視さるべ
き存在だということはわかったが，そんなことがわかったなどいっていた
ら話が進まないので，わかったことを無視して，ともかく，わたしはそう
した甲斐の才媛に，その返事を予期しながらいった。
「夢窓疎石の石は，大石山の石ではなくて，黒川山の石だったことがわか
ってきたのですよ」
そういわれればそうですね，と才媛が，なにしろ『宮下文書』の才媛だ
から答えてくれると，わたしは才媛のふくよかな手に目をこらしていた。
「なんですか，その大石山の石とか黒川山の石というのは」と才媛が思い
もかけないことばを口にした。
えっえっえっとわたしはがくっとことばがでなかった。ちょっと時間は
かかったが，それでも，才媛がどうやら甲斐の金のことを知っていないら
しいことに気がついた。
それにしても生粋の甲斐人である。いくらなんでも甲斐国の金山の名は
三つや四つは知っているはずだろうとは思ったが，才媛のことばをきいて
思わずことばが口をついてでた。
「この甲斐国の，山梨県の，金山の名前をいくつかあげてみてください
よ」
「金山の名前ですか」とそこで才媛のことばはとぎれてしまった。どうや
ら一つも知らないようなので，なにしろ甲斐の才媛だけに，といっても，
『宮下文書』には甲斐の金山の名は一つもないのだが，わたしは唖然とその
ふくよかな手をながめながらいった。
「この甲斐国は，盆地は，金山にかこまれているのですよ。知らないので
すか」
「それは聞いたことはある気がしますが，山の名まではおぼえていませ
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ん」
「甲斐人でないわたしでも，十やそこいら金山の名はあげられますよ」
「わたしのまわりでそんな人はいませんよ」と才媛は信じられないという
ようにいった。どうやらわたしは，才媛のまわりの人ではないようだった。
はなはだ心外だったので，わたしは少しむきになって，金山の名をあげた。
「盆地の東北には黒川山，竜
りゅうばみやま
喰山，牛王院山，丹波山，西北には，瑞牆
山，金峯山，西には，黒
つ づ ら
桂山，保山，御座石山，雨畑山，南には，内山，
中山などがありますよ」
「そんなにたくさんあるのですか。それにしてもよくそんなにおぼえてい
られますね。わたしに教えてくださるためにおぼえられたのですか」
「まさか」とわたしは，才媛のことばにうんざりしていった。「そんな名
前なんかたいしたことではないですよ。わたしがあなたに教えたくておぼ
えたことは，そうした金山と甲斐国の金との関係ですよ。それもずっとむ
かしのです」
「なんですか，そのむかしの金というのは」
「この甲斐国には，むかし金がゆたかだったはずです」
「ほんとうですか」
「そうですよ。盆地のまわりに金山があって，そうした山々から谷が盆地
に流れこんでいます。ということは，金が砂金のかたちで盆地に集中して
いたはずだからです。まだ金が価値がなかった時代，甲斐国は金であふれ
ていたはずですよ」
「ほんとうですか」と才媛は不信感をあらわにして，才媛らしくわたしの
ことばに反論した。
「もしそうだとしたら，金は銹びませんね」
「もちろん，銹びませんよ」とわたしは，さすがに才媛なのでそのくらい
のことは知っているなとうなずいた。
「するとですね，金は銹びてなくなることはありませんね。どこへ行って
もありますね。だとすれば，その甲斐の金は今どこにあるのです。この甲
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斐国に，山梨県に金があふれているなんてことは聞いたことありません」
「えっえっえっ」とわたしがことばにつまっていると，わたしをつまらせ
て満足したとばかり，才媛はさっさと姿を消してしまった。
どうやら才媛は，わたしと感激を共にするためにきてくれたのではなく，
わたしを困らせるためにきたのだ，だから才媛なのだとあらためて認識し
ながら，才媛のことばに，ゆたかな甲斐国の金がどこへいってしまったの
かという問題に，わたしは腕を組み，額に八の字をよせた。
この甲斐国の金は，いつ頃利用価値が生まれ，それを誰がどのように利
用していったのだろうか。
ここまできた時，ここまでこれたのはいわずもがな，井尻家と夢窓疎石
のおかげなので，当然のこととして井尻家が，夢窓疎石がわたしの前に姿
をあらわした。石は石でも黒川山の石だという自分のことばがよみがえっ
てきた。
甲斐国の金は，古代においては砂金のかたちで採取できたので，集める
のは容易であったが，最初は光るきれいな石といったぐらいのもので，価
値が，利用価値がなかったのはたしかである。ところがある時代から，そ
の時代は扶桑国記の金の記述から，四百年から五百年にかけてと推定され
るが，金が貴重なものに，つまり，利用価値をもつようになった。もちろ
ん，中国との関係からである。
そうなると，金を掌握して利用する人物が出現する。それが甲斐国の支
配者，王であるということは論じるまでもないことである。
ただその人物が，井尻家の人間だったというと，だいぶ論じなければな
らなくなる。
甲斐国の支配者が，王が山梨郡にいたということは，山梨郡が古代甲斐
国の都であると考えられるので，理屈にかなうであろう。そして井尻家は，
その山梨郡中央に古くから居をかまえていた。しかも，夢窓疎石の広い意
味での生家であった。その，夢窓疎石の活躍が金なくして考えられないと
なると，その金はいやでも井尻家の金にたどりつく。またそれだけでなく，
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井尻家が現在まで存続できた理由を金に求められるのである。
井尻家は，ある時代から武力を放棄して，経済支配だけにしぼった。そ
れも金があったからできたことだが，そのために，他の一族のように滅亡
することなく現在にいたったのだと考えられる。
したがって，夢窓疎石の背景に金が存在していたことを論証できれば，
先にあげた迷路からぬけだせることになる。
先に述べたように，夢窓疎石は，足利高氏や直義に中国への貿易船をつ
くる話をもちかける。これだけでも信じられない話なのに，直義はこの話
にのって貿易船をつくるのである。常識的にはありえないことである。し
かもそれだけではなく，この貿易船が中国へ行って日中貿易をし，そのも
うけた資金をつかって寺を，天竜寺をつくったというのである。現実がな
く話だけでもありえない，少なくとも，わたしにとっては，ありえない話
である。
考えなくとも，一介の禅僧が，当然無一文であるはずだが，室町幕府の
將軍や副將軍に，貿易による金もうけの話などを持ちかけるだろうか。百
歩ゆずってもちかけても，將軍がまともに相手にするだろうか。どう考え
てもするはずがないのである。この場合相手にするとしたら，その可能性
は一つしかない。この禅僧が資金をもっているということである。その資
金は，船をつくるだけでなく，日中貿易も実行できる資金を含めてである。
そして，その資金とはなんであったかということは，当時の日中貿易か
ら知ることができる。
夢窓疎石の貿易は，中国は元だったが，その前の王朝宋の時代から，日
中貿易の中心は，日本が金をもっていっては，中国の銅銭を求めるという
ものだった。日本では金は通貨ではなかった。中国銅銭が通貨だったので
ある。したがって，日本の金は中国へもっていってはじめて貴重なものと
なったのである。先の『東方見聞録』の日本の金についての説明も，こう
した日中貿易によるものだということはいうまでもない。
ここまでくれば，夢窓疎石の迷路は，もう迷路ではなくなるであろう。
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夢窓疎石は金をもっていたのだ。だから当時の権力者がその話にのり，貿
易をし，そのもうけで，というのは，金を疎石が提供しているから，天竜
寺をつくったのだ。もちろん，その金が井尻家のもの，甲斐国のものだっ
たということは明らかである。
ここまできて先の才媛のことばがよみがえってきた。甲斐国の金はどこ
へいったのかがである。
ここまでの答えでは，中国へ行ったのである。しかし，中国に日本の金
がざくざくしているという話はきいたことがない。それよりなにより，中
国の通貨は銅銭であって，金貨はこの時代も，これ以後もつくられなかっ
た。それでいて，元が日本の金を求めて日本征服をこころみたというのは，
中国も金を必要としていたのである。
ここで，才媛のことばにしたがって，甲斐国の金の行方をさぐってみる
と，『洛陽伽藍記』の次の一節が彷彿と浮かんできた。
大秦に至る百国千城は，一つとして心から付き従わぬものはなく，胡
人の隊商や行商人たちは，毎日のように我が国境めざしてひしめいて
いた……天下の得難い物資のすべてが，ここにはことごとくそろって
いた。
この文で我が国というのは，北朝の北魏のことで，北魏は三八六年から
四三九年までの国なので，この文はその時代のことである。大秦というの
は東ロ－マ帝国のことで，その中心はトルコからギリシャにかけてであっ
た。従ってこの交易は，中国とヨーロッパのもので，いわゆるシルク・ロ
ードをとおしておこなわれた交易である。このシルク・ロードの交易は，
紀元前二百年頃，中国の絹を中心におこなわれたので，シルク・ロードな
どと呼ばれたのである。
しかしこの交易は，絹から金に移っていった。この間ずっと，中国の通
貨は銅銭だったが，この銅銭は外国との，ヨーロッパとの交易では通貨の
用をなさなかった。ヨーロッパは早くより金を通貨としていたので，先の
文にあるようなヨーロッパのものを手に入れるためには金が必要だった。
33
中国にとって，国際通貨は金だったからである。
したがって，中国に渡った日本の，甲斐の金は，シルク・ロードを通っ
てヨーロッパに渡ったことになる。夢窓疎石の金は，一三〇〇年代の金は
どうやらイタリアに渡ったようである。この時代中国とイタリアの交流が
さかんだったことは，元の皇帝フビライにイタリア人商人マルコ・ポ－ロ
が仕えていたことでもわかるが，それ以上にわかるのは，イタリアのメデ
ィチ家の存在である。
この時代，メディチ家はこの東方貿易で産をなし，イタリアを中心にヨ
ーロッパ経済を左右するほどになったが，それは中国との貿易でもっぱら
金を手に入れたからである。
したがって，夢窓疎石の天竜寺船で中国へもたらされた甲斐国の金は，
イタリアへ，メディチ家にもたらされたといえるのである。
わたしは筆ではなく鉛筆にまかせて夢窓疎石の金をヨーロッパまではこ
んでしまい，ここで唐突に，ここまではこんでいいのかなと半信半疑にな
って，誰かに，といっても，才媛しか思い浮かばなかったが，たしかめた
くなり，そんなことを思い迷っているうちに，かんじんの夢窓疎石の疎石
と金の関係を，その名前の石から論証しようとする当初の目的を忘れそう
になった。またまたわたしの常套句が口をついてでた。やれやれである。
わたしは先に疎石という名の石は，井尻家の近くにある大石山や石森山
の石で，疎という字と重ねて，自分を卑下した僧名だと説明したが，夢窓
疎石が井尻家をとおして金と結びついているのがわかり，その石は，石は
石でも，大石山や石森山の石ではなく，黒川山のかがやく石，金のことだ
と気がついたのである。疎石の両親は，息子に，將来，金のようにかがや
く人物になってもらいたいという期待をこめて，石を名前にしたのだとで
ある。つまり，疎石は僧名ではなく本名だとである。別のいい方をすれば，
疎石という名からも，夢窓疎石と金の結びつきが読みとれるとである。
さらにうがった見方をすれば，といっても，他人を気にしてうがったと
いっただけで，わたしはうがったどころか当然と考えているのだが，夢窓
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疎石の天竜寺船，天竜寺の竜にも夢窓疎石の金を認めているのである。
それが竜
りゅうばみさん
喰山である。井尻家の北に黒川金山があるが，さらにその北に
あるのが竜喰山という金山である。おそらくこの名前は，竜が喰む物，ま
さにそれが金だと思った人物がその名前をつけたにちがいないが，夢窓疎
石は，その竜の金で貿易船を，寺をつくった。だからその船や寺に竜とい
う字を冠したにちがいないのである。したがって，疎石という名前だけで
なく，その船や寺の名前からも，夢窓疎石と甲斐国の金が浮かんでくるの
である。
ここまできて，わたしは今度こそ本気で，才媛の同意を求めようと，手
を休め，耳をすませた。
すると，予期したように，才媛がうしろから体をよせて，わたしの耳も
とでささやいた。
ささやいたといっても，なにしろ才媛のことだから，愛のささやきでは
なく嫌味のささやきだが，でも，女なら何をささやかれてもいいと，わた
しはじっと耳をすませた。
「夢窓疎石で終わるのは終わりにならないでしょう。この話の中心は井尻
家でしょう。だから，わたしは井尻家へ案内したのですよ。疎石ではなく
井尻こそ解明しなければならないはずです。井尻家を王家だなどというな
ら，そこを抜きにしては，竜頭が蛇尾にもなりませんよ。そこを気がつい
ていられないのですか。気がついていられてもおわかりになっていられな
いのですか」
そうささやかれなくとも，たしかにそのとおりで，でもわたしが今でき
ることといえば，井尻という二文字をにらむことだけだった。
にらんでいればいいというものではなかったが，それでもにらんでいる
うちに，石になっていた頭が，どうやら泥になって，どろどろと動きだし，
気がつくと，私の泥頭は井尻を音で読みはじめていた。いかになんでも，
井尻が井戸のしっぽでは，恰好のつけようがなかったからだ。
井を音で読めば「せい」である。
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尻は「こう」である。
ここで，この音読を甲斐国と関連づけて，甲斐国の王家にふさわしい名
前にできないかと，ここでわたしは莞爾とうなずいたが，それは結論に対
してではなく，苦しまぎれの思いつきに対してである。
それにしても，よくぞ思いつくものである。甲斐という国名は，いうま
でもなく，甲と斐からなりたっている。
甲はいちばんいいという意味で，斐は「ひ」で，日の意味である。した
がって，甲斐とはいちばんいい太陽の国という意味である。古代の甲斐人
は，自国を誇って，このような名前をつけたと考えられる。何しろ金山に
竜喰山なるすばらしい名をつけた甲斐人である。その国に，ことによると
太陽王朝である大和王朝を意識して，甲斐，いちばんいい太陽の国なる名
をつけたのかもしれない。
もし井尻家が，この甲斐国の王家であったら，その姓の中に当然のこと
として，太陽家というような文字を含めていたはずである。少くとも，そ
の変えた理由はともかく，王家の姓の残影を井尻の中にとどめたはずであ
る。
なおここで，甲斐という国名が太陽を意味しているという説明を，とい
うのは，従来そのように解されたことがないので，もう少し論じてみるこ
とにする。
ただこの国名論については，わたしはわたしなりに他論文で論じている
ので，ここではかんたんに二つの具体例だけにしぼることにする。
その一つは，赤鳥元年という年号の入った銅鏡からである。
この銅鏡は甲斐国の三殊町の古墳から出土したもので，そこに赤鳥元年
という年号が刻まれていたのである。赤鳥元年というのは，中国の三国時
代の呉の年号で，二三八年のことである。したがってこの銅鏡が甲斐国に
もたらされたのは，二三八年以後，古墳時代が終わる以前だということに
なる。しかしここで問題にするのは，そうした年代ではなくて，赤鳥とい
う文字である。赤鳥というのは古代中国語で太陽のことである。したがっ
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て，この銅鏡は，太陽銅鏡そのものである。もっとも，古代においては銅
鏡そのものが太陽神とあがめられていた。
その銅鏡が古墳から出土したということは，古墳が王の墓だと考えられ
るので，この甲斐国には王が存在し，しかもその王は太陽神としてあがめ
られていた。したがって，当然のことながらその国は太陽の，日の国だっ
たはずである。
もう一つの例は，これもその語源ははっきりしないが，甲斐のことを古
くから甲陽といっているということである。この国名の陽は文字通り太陽
のことであるから，先の解釈，いちばんいい太陽という解釈そのままであ
るということはいうまでもない。
さて，こうした前提にたって，先の井尻姓の音読みをにらんでいると，
井が「せい」で，この音で太陽を示す文字といえば，晟とか晴とかという
字が浮んでくる。尻の「こう」はいうまでもなく浮かんでくる文字は甲で
ある。光だともいえる。
したがって，甲斐という国名にふさわしい甲斐国の王家の姓といえば，
晴甲とか晟甲であり，それが井尻に変えられたのだと，わたしはここまで
ない頭をしぼってしぼりだしたが，ここで，わたしの頭がぴたりととまっ
てしまった。
ない頭をしぼることはないぞとである。
元の姓など論ずることはない。井尻という姓そのものの中に，王家の存
在があるぞとである。
同時に，ふってわいたように，わたしの頭の中に，馬子，蝦夷，入鹿が，
とりわけあざやかに，秉
ひともすもの
燭者という文字がひらめいた。ここでは，元の名
なぞ知らなくとも，この名の人物がどんな人物だったかわかるとわたしは
大きくうなずいた。
この四人の名は，いずれも『日本書紀』に記されている名で，馬子，蝦
夷，入鹿は蘇我一族の当主の名である。それに対し，秉燭者は人名ではな
く登場人物の表記の違いを示すものであるが，直接甲斐国と関係があるの
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で，井尻家との関係をそこに認めることも可能で，わたしはとりわけ強く
注意をひきつけられたのである。
蘇我氏は六百年代，三代にわたって天皇家と抗争した大和の一族で，天
皇家に匹敵した名家，見方によれば，天皇家以前，大和を支配していた王
家だとも考えられる。しかし天皇家に無惨にやぶれ，その当主たちが，そ
の名を天皇家がつくった『日本書紀』に記されたのである。その名がいず
れも動物になっているのである。
この名が本名でないことは，天皇家にやぶれたあげくこのような蔑称に
されたのだということは，天皇たちの名にそのような動物名が見られない
ことで容易に推察できるのである。この他にも天皇家が，ということは『日
本書紀』には，人名に手を加えている例はいくつも見ることができる。
そのもう一つの例が，秉
ひともすもの
燭者である。この人物表記は，いい方を変えれ
ば，どうしてこのような人物表記に変えたかを追究すると，そこに天皇家
の広い意味での名前に対する意図がはっきりと読みとれるのである。
しかし従来，秉燭者という表記がそのように解されたことはないばかり
か，問題にされたこともない。それどころか『日本書紀』の秉燭者の注を
見ると，秉燭者とは，『古事記』の御火焼之老人であるとなっているだけで
ある。しかし，人間の表記を変えるというのはいうまでもなく変える理由
が，それなりの意図があるからである。その意図なり理由を，わたしは，
大和天皇家以外の王家の存在を抹殺し，大和天皇家が日本の唯一の支配者
であるという主張をするためだと考えたのである。別のいい方をすれば，
天皇家以外の王家の存在を払拭するためだと考えたのである。この視点か
ら秉燭者を見ていくことにするが，もちろん，『日本書紀』にその記録が残
されていなくとも，このような名前の造作はおこなわれたにちがいないの
である。
ここでは人名だけを問題にしているので，問答歌そのものにはふれない
が，実はこの問答歌も『古事記』と『日本書紀』では文字が異なっており，
その違いに天皇家の意図が見てとれるのである。
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さて，その秉燭者だがと，ここまできて，人名だけではないぞ，人名以
上に井尻家と関係がある記述があるぞと遅まきながら気づいたが，そこま
で入りこむとわたしでは収拾がつかなくなるぞとさすがにそこはわかり，
本題にしぼることにした。
この本題というのは，甲斐国の酒折宮で，二人の人物が歌で問答をかわ
した記述が，『古事記』と『日本書紀』の両方に記されているもので，この
二人はどちらも同じ人物でありながら漢字表記が異なっているところに，
この本題が論じられるのである。
それは『古事記』によると，　　
倭建命＝ヤマトタケルノミコト
御火焼之老人＝ミヒタキノオキナ
となっている。なお補足すると，ミヒタキノオキナの答歌がよかったと
いうので，ミヒタキノオキナは「東の国造を給いき」となっている。これ
は甲斐盆部の東部の支配をまかされたということで，そこに井尻家がある
ということはいうまでもないことである。
これに対して『日本書紀』では
日本武尊＝ヤマトタケルノミコト
秉燭者＝ヒトモスモノ
となっている。ここでも答歌がよかったというので，しかしここでは東
部の支配をまかされたという記述はなくなり，「その聡
さとり
を美
ほ
めたまいて，敦
あつ
く 賞
たまいもの
す」となっている。
なおここで本題に入る前に，文字表記の面から，『古事記』と『日本書
紀』の関係を説明しておくことにする。
『古事記』も『日本書紀』も大和天皇家の命令でつくられ，どちらも平城
京でつくられたはずである。したがって使用した史料は同じものだし，つ
くった学者は交錯していたことはまちがいない。それだけではなく，『古事
記』は七一二年に完成しているので，『日本書紀』をつくった学者たちは，
書紀が完成したのは七二〇年なので，『古事記』の内容はわかっていた，と
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いうより，『古事記』を補足したり改正したりしたことはたしかである。先
にあげたヤマトタケルノミコトが『古事記』では倭建命になっているのに，
『日本書紀』では日本武尊になっていることでそれは明らかである。
と，ここで明らかだと断言しながら，これだけの説明で充分なのだろう
かと念を押したくなったが，押す相手といえば例の才媛しかいない。とい
うことは，同じことを繰返すということで，押さないと同じことになるの
かなと，私はためらいためらい，いずれにせよ，大和天皇家の將であるヤ
マトタケルノミコトと対等に歌で問答のできる甲斐人は，甲斐国の王以外
にはありえない。だから降服した人物が，甲斐国の東部の支配をまかされ
たのだと，このような前提にたって，ヤマトタケルノミコトと問答をかわ
したヒミタキノオキナの文字表記をながめると，いや，そのような前提に
たたなくてもその文字表記をながめると，そこからそれなりの人物像が浮
かびあがってくるのである。
ヒミタキノオキナは御火焼之老人と表記されているが，まず目につくの
は御火である。火だけでも，古代においては神聖視されたが，その火に御
がついているのである。したがって御火といえば，天子の，王の火となり，
暗に支配者を示している。また，老人といえば，その老は老子に見られる
ように，尊称をあらわしている。したがって，御火焼之老人はその文字表
記から，それだけでも，甲斐国の王が浮かびあがってくるのである。『古事
記』は甲斐国の王の存在を暗示するように，御火焼之老人という表記を残
したと考えられるのである。
それに対して『日本書紀』では御火焼之老人を秉燭者に変えている。秉
は手でにぎるとか手でもつという意味で，そこに支配者とか王を暗示する
ような意味は全く見られない。燭もあかりのことでそこに神聖な火という
イメ－ジはうかがえない。つまり，秉
ひともすもの
燭者からは甲斐国の王というイメ－
ジはきれいに払拭されているのである。捕足すれば，国造という文字も消
されているし，秉燭者がなん人もいたとも記されている。
つまり，大和天皇家は，文字表記の面からも，天皇家に相当する支配者
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の存在を抹殺したことになる。事実，天皇家と対立抗争した王家の姓など，
王家らしい姓などといった方がいいかもしれないが，『日本書紀』には現存
していないのである。
ここで井尻家の姓に目をうつしてみよう。
井尻家という姓がどういうものであるかということは別として，その姓
が古代甲斐国の王家の姓にふさわしいものではないということは，はっき
りしている。そして，およそ王家らしくない姓であること自体が，王家の
姓の残影をとどめているということである。それは，蝦夷の中に，秉燭者
の中に王家の残影が見られるのと同じことである。もちろん，このように
いえるのは，井尻家の背後に，まぎれもない王家としての残影が認められ
てのことである。
ようやくここで，わたしの井尻家考は結着がついたかなと鉛筆をおきな
がら，それにしてもこの作品が書けたのは，才媛に井尻家へ連れていって
もらったからだ，連れていってもらわなかったらこの原稿は依然として白
紙のままだった，というより，井尻家疎石考から，甲斐国の古代の歴史と
文化が，いかに広くて深くて豊かだということを垣間見ることもできなか
った。わたしをそうした世界に導いてくれた女性は，その女性自身はたと
えそこになにも見なくとも，ただそれだけで才媛なのだなと，どうやらわ
たしは，才媛の新しい解釈までできるようになり，あらためて井尻家に，
夢窓疎石に目をはせている。
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On Ijiri House and Soseki
—The Existence of Old Kai— 
Kazuo INUKAI
《Abstract》
For many years, I have been trying to certify the existence of Ancient 
Kai Dynasty, which has been ignored in Japan’s historiography.  In this 
article I intended to show a way to prove the existence of the dynasty. I 
happened to know that in Kai province there still was an old family called 
Ijiri Family which had a relationship with a famous Zen priest, Musoh 
Kokushi, whose real name was Musoh Soseki. I researched his biographical 
data and found an incredible description that suggested Musoh Kokushi’s 
proposal of building new ships for the trade with China (called Min at the 
time) to the shogun,  Ashikaga Takauji, and the vice-shogun, Ashikaga 
Tadayoshi. It must have been quite unusual for a mere Zen priest to do 
such a proposal to shogun, but the Muromachi shogunate accepted his 
proposal and built the trade ships to start Japan-China trade.  Moreover, 
Musoh Kokushi erected a Zen temple called Tenryu-ji using the money of 
the shogunate made by the Japan-China trade.  All these facts seem 
incredibly exceptional, considering the position of Musoh Kokushi.  
Why could he do that?  I assumed that the Ijiri Family held the key to 
solve this question, because the family supported the Japan-China trade as a 
guardian of Musoh Kokushi. I also found out that both the trade and the 
erection of the temple are deeply related to gold, which used to be 
produced in abundance in ancient Kai province.
In this article, I tried to prove that the gold played an important role in 
the existence of Kai Dynasty.
